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１．解答用紙には、受験番号・氏名を記入してください。 
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 １  Ａ～Ｅのビーカーに、同じこさのうすい塩酸を 30cm3ずつ入れました。次に、水酸化ナトリ

ウム 40ｇを水にとかして全体の体積を 1000cm3 にした水よう液をつくりました。その水よう

液を次の表のようにＡ～Ｅのビーカーに加えました。下の（１）～（６）の各問いに答えなさ

い。 
 

（単位 cm3）

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
塩  酸 30 30 30 30 30 

水酸化ナトリウム水よう液 10 20 30 40 50 
 
《実験から分かったこと》  

・Ｃのビーカーの水よう液は中性でした。 
・Ｃのビーカーの水よう液を蒸発させると 1.8ｇの白い固体が残りました。 

 
（１） Ａ～Ｅのビーカーの水よう液のうち、赤色のリトマス紙の色が変わらないのはどれですか。

表のＡ～Ｅの中からあてはまるものをすべて選び、その記号で答えなさい。 
 

（２） Ａ～Ｅのビーカーの水よう液のうち、ＢＴＢよう液を２～３滴
てき

加えると、青色になるのはど

れですか。表のＡ～Ｅの中からあてはまるものを２つ選び、その記号で答えなさい。 
 
（３） Ａ～Ｅのビーカーの水よう液を蒸発させると、２種類の白い固体が残るものはどれですか。

表のＡ～Ｅの中から正しいものをすべて選び、その記号で答えなさい。 
 
（４） （３）で残る白い固体は何ですか。それぞれの名前を答えなさい。 
 
（５） Ｂのビーカーの水よう液を蒸発させると、残る白い固体は何ｇですか。小数第１位まで答え

なさい。 
 
（６） Ｅのビーカーの水よう液を蒸発させると、残る白い固体は何ｇですか。小数第１位まで答え

なさい。 
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 ２  表面がなめらかな板とざらざらした板の２種類を使って、さまざまな実験を行いました。下

の（１）～（４）の各問いに答えなさい。ただし、ざらざらした板の上を物体が移動するとき

の速さは一定の割合で変化するものとします。 
 
［実験１］図１のように、２種類の板を水平につなぎ、重さ１００ｇの物体 A をなめらかな板の上

ですべらせ、ざらざらした板の上の物体 C にぶつけて移動させました。 
物体 A がすべる速さをかえると、物体 C の移動した長さが変わりました。その結果をま

とめると、図３のグラフのＡのようになりました。 
［実験２］次に、物体Ａを重さ２００ｇの物体Ｂにかえて実験１と同じように行い、その結果をまと

めると図３のグラフのＢのようになりました。 
 なめらかな板 
 A(B) 
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（１） 実験１、２より、物体Ａ，Ｂの重さと物体Ｃの移動した長さとの関係はどうなりますか。 
次の（ア）～（オ）の中から正しいものを１つ選び、その記号で答えなさい。 

 
（ア）速さが２倍になると移動した長さが２倍になるから、重さと移動した長さは比例する。 
（イ）同じ速さで比べると移動した長さが２倍になるから、重さと移動した長さは反比例する。 
（ウ）同じ速さで比べると移動した長さが２倍になるから、重さと移動した長さは比例する。 
（エ）速さが３倍になると移動した長さは２倍になるから、重さと移動した長さは比例しない。 
（オ）物体 A もＢも速さが速くなるほどグラフのかたむきが急になるから、重さと移動した長さは

反比例する。 
 
 
（２） 次に、重さが分からない物体にかえて、実験１のように物体がすべる速さを１０，２０，３

０，４０ｃｍ毎秒と変えました。このとき、物体Ｃの移動した長さを正しく表しているのはど

れですか。次の（ア）～（オ）の中から適するものを１つ選び、その記号で答えなさい。 
 

 10cm 毎秒 20cm 毎秒 30cm 毎秒 40cm 毎秒 
（ア） 10cm 20cm 30cm 40cm 
（イ） 10cm 40cm 70cm 100cm 
（ウ） 5cm 25cm 100cm 300cm 
（エ） 10cm 40cm 90cm 160cm 
（オ） 15cm 30cm 45cm 60cm 

 

［実験３］図２のように、ざらざらした板を水平に置いてなめらかな板が斜
しゃ

面になるようにつなぎ、

物体Aをなめらかな板の上に置き、手をはなしてすべらせ、ざらざらした板の上の物体C
にぶつけて移動させました。 
物体 A を置く高さをかえると、物体 C の移動した長さは変わりました。その結果をまと

めると、図４のグラフのＡのようになりました。 
 
（３） 実験３で、物体Ａを重さ２００ｇの物体Ｂにかえたとき、そのグラフはどうなりますか。図

4 のグラフの（ア）、（イ）の中から正しいものを１つ選び、その記号で答えなさい。 
 
（４） 実験３で、物体Ａを３０ｃｍの高さから手をはなした場合、物体Ｃにぶつかるときの速さは

何ｃｍ毎秒になりますか。次の（ア）～（オ）の中から最も近いものを１つ選び、その記号で

答えなさい。 
 

（ア）２２   （イ）２８   （ウ）３２   （エ）３８   （オ）４４ 


